
選
　
評

見
応
え
十
分
な
作
品
ア
イ
デ
ア
豊
富
で
美
し
く

　
新
聞
部
門
第
２
部
は
、

ス
ペ
ー
ス

段
以
上

段

未
満
の
広
告
作
品
が
対
象

で
あ
り
、

社
、

件
、

作
品
の
応
募
点
数
が
あ

っ
た
。
こ
の
部
門
へ
の
応

募
作
品
は
、
新
聞
紙
面
ス

ペ
ー
ス
を
存
分
に
使
い
、

見
応
え
十
分
の
も
の
ば
か

り
で
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
が

広
い
と
、
と
か
く
情
報
を

盛
り
込
み
が
ち
に
な
る

が
、
応
募
作
品
は
ど
れ
を

と
っ
て
も
コ
ピ
ー
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
、
情
報
量
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
、
ま
た
注
目

に
値
す
る
広
告
テ
ー
マ
が

目
白
押
し
で
、
審
査
を
す

る
上
で
微
妙
な
差
を
つ
け

る
の
も
難
し
い
部
門
で
あ

っ
た
。

　
入
賞
し
た
３
作
品
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
独
自

の
広
告
テ
ー
マ
、
広
告
テ

ー
マ
を
訴
求
す
る
上
で
の

ア
イ
デ
ア
の
豊
富
さ
、
そ

し
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
美
し

さ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
第
１
席
の
ク
ボ

タ
の
作
品
は
、
食
料
、

水
、
環
境
と
い
う
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
同
社
の

姿
勢
を
、
小
麦
、
黒
米
な

ど
８
種
類
の
穀
物
を
用
い

て
ミ
レ
ー
の
有
名
な
種
ま

く
人
を
再
現
し
て
い
る
。

第
２
席
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
作
品
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
電
波

の
届
か
な
い
地
下
で
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
光
で
ル
ー
ト

が
分
か
る
様
子
を
未
来
都

市
を
連
想
さ
せ
る
ビ
ジ
ュ

ア
ル
で
表
現
し
て
い
る
。

第
３
席
の
東
日
本
旅
客
鉄

道
の
作
品
は
、
東
京
駅
丸

の
内
駅
舎
の
保
存
・
復
原

工
事
が
完
了
し
た
告
知

を
、
創
建
時
の
白
黒
写
真

と
復
原
時
の
カ
ラ
ー
写
真

を
対
比
さ
せ
て
幻
想
的
に

映
し
出
し
て
い
る
。
１
０

０
年
の
時
を
超
え
て
さ
ら

に
輝
き
を
増
し
て
い
る
。

石
崎
　
徹

新聞部門

第
２
部

第
３
部

選
　
評記

事
面
と
の
競
合
チ
エ
と
ワ
ザ
に
よ
る
解
決

多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授
田
保
橋
　
淳

　
こ
の
部
門
は
、
ス
ペ
ー

ス
７
段
以
上

段
未
満
の

広
告
を
対
象
と
し
て
い
る

の
で
、
第
１
部
・
第
２
部

や
シ
リ
ー
ズ
第
１
部
と
違

っ
て
、
新
聞
紙
面
を
独
占

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

情
報
的
競
合
相

手
は
、
同
業
他

社
の
広
告
だ
け

で
な
く
、
広
告
の
上
部
に

ド
ン
と
存
在
す
る
記
事
面

と
も
競
合
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。
特
集
面
・
ニ
ュ
ー

ス
面
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る

け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
な

か
な
か
強
敵
で
あ
る
。
モ

ノ
づ
く
り
の
世
界
で
、
気

鋭
の
記
者
が
鋭
い
目
と
俊

敏
な
行
動
で
取
材
し
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
活
き
活
き

と
し
た
情
報
が
、
紙
面
を

堂
々
と
占
拠
し
て
い
る
。

　
こ
の
強
力
な
情
報
力

に
、
広
告
と
し
て
ど
う
対

応
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

読
者
の
情
報
に
対
す
る
欲

求
も
異
な
る
し
、
接
触
態

度
も
、
記
事
面
と
広
告
面

で
は
違
う
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
期
待
さ
れ
る

の
は
、
い
つ
も
の
こ
と
な

が
ら
、
制
作
者
の
チ
エ

と
ワ
ザ
に
よ
る
解
決
で

あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に

は
、
前
述
の
諸
条
件
を
よ

く
理
解
し
た
上
で
の
、
飛

躍
的
な
表
現
計
画
立
案
が

前
提
条
件
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
評
価
軸

は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
性
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

強
敵
と
戦
う
優
れ
た
武
器

だ
か
ら
だ
。

も
ち
ろ
ん
、

エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
オ
モ

シ
ロ
オ
カ
し
い
だ
け
の
ギ

ャ
グ
表
現
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
美
し
い
造
形
の

情
報
伝
達
な
ど
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ

表
現
の
開
発
に
成
功
し
た

広
告
は
、
記
事
面
と
の
戦

争
に
勝
利
し
て
、
対
等
な

地
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

そ
れ
は
こ
の
入
席
作
品
が

実
証
し
て
い
る
。

　
ミ
レ
ー
の
「
種
ま
く
人
」
と
い
う
作

品
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
こ
の

作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
、
同
社
の
「
食
料

・
水
・
環
境
」
へ
の
取
り
組
み
を
、
小

麦
、
黒
米
な
ど
８
種
類
の
穀
物
を
用
い

て
「
種
ま
く
人
」
を
再
現
し
訴
求
し
て

い
る
。
よ
く
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
穀
物

の
一
粒
一
粒
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い

て
、
大
変
手
間
の
か
か
っ
て
い
る
作
品

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
そ
し
て

穀
物
一
粒
を
き
っ
ち
り
描
く
こ
と
が
こ

の
作
品
の
レ
ベ
ル
を
グ
ン
と
引
き
上
げ

て
い
る
。
広
告
作
り
の
原
点
で
あ
る
こ

だ
わ
り
、
緻
密
さ
が
見
事
に
表
れ
た
作

品
だ
。

クボタ第１席
パナソニック第２席掲載日９月日／スペース全段

　スマートフォンが普及して、ＧＰＳ機能
を用いたアプリやサービスが大変増えた。
しかしＧＰＳが届かない地下街が結構ある
ことも分かってきた。この問題に同社のＬ
ＥＤ技術が答えを出してくれている。それ
をビジュアルで表現すると、地下へ地下へ

と連なる未来都市となるようだ。昔のマン
ガなら上へ上へだっただろうが、これから
の世の中は地下へ。そうなっても大丈夫と
いう安心感と同社の優秀な技術力を存分に
訴求している作品だ。

　
赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
と
い
え
ば
首
都

東
京
の
象
徴
で
あ
り
、
歴
史
的
建
造
物

で
あ
り
、
し
か
も
普
段
の
使
用
に
耐
え

て
い
る
文
化
遺
産
で
あ
る
。
こ
の
東
京

駅
丸
の
内
駅
舎
を
保
存
・
復
原
す
る
た

め
の
工
事
が
つ
い
に
完
了
し
た
。
１
０

０
年
前
の
創
建
時
の
白
黒
写
真
と
復
原

さ
れ
た
現
在
の
カ
ラ
ー
写
真
の
対
比
か

ら
は
、
創
建
時
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い

駅
舎
の
様
子
、
さ
ら
に
復
原
工
事
に
よ

っ
て
創
建
時
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
幻

想
さ
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
部
屋
に

で
も
貼
っ
て
い
つ
も
眺
め
て
お
き
た
く

な
る
作
品
で
あ
る
。

東日本旅客鉄道第３席

　１席と僅差 きんさ で２席となった、これ
も秀作である。だからクリエーティブとした
ら、差はほとんどないと思っていいだろう。
スペースの使い方や精密な仕上げなどいいと
ころも同じだ。ほとんど左右にいっぱいのタ

ンクがダイナミックで人目を惹 ひ く効果が
高い。資源や燃料問題に敏感なこの頃、希少
資源を新しい国からはるばる海を越えて、安
定確保をしてくれるということに、なにかホ
ッとする安堵 あんど 感がある。

　リムーバブルメディアやＲＯＭ・ＲＡＭな
どのディスクで、毎日お世話になっている同
社の原点が、磁器から発生したフェライトで
あることを初めて知った。有田焼の歴史を視
覚化して、精緻 せいち さ正確さが社の伝統

であるとの表現は、実証的で納得性が高い秀
作である。全５段を横に並べた全 段のスペ
ースをいかした、緻密 ちみつ なレイアウト
や仕上げの技術も、並々ならぬものがある。
気持ちよく美しい作品である。

ＴＤＫ第１席掲載日１月６日／スペース全段岩谷産業第２席掲載日９月７日／スペース全段

三木プーリ第３席
　
な
に
よ
り
も
造
形
的
に
、
上
部
の
記
事
面

を
圧
倒
し
た
力
作
で
あ
る
。
記
事
面
に
な
い

も
の
、
一
つ
は
精
度
の
高
い
ビ
ッ
グ
フ
ォ

ト
、
も
う
ひ
と
つ
は
左
上
か
ら
右
下
へ
の
斜

め
の
シ
ュ
パ
ニ
ン
グ
。
こ
の
二
つ
の
武
器
で

対
記
事
戦
争
で
見
事
に
勝
利
し
て
い
る
。
記

事
面
は
原
則
的
に

度
の
グ
リ
ッ
ド
で
構
成

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
斜
め
の
存
在
は
強
い
。

内
容
的
に
は
、
使
用
写
真
や
解
説
が
巧
く
て

う
ま

親
切
な
た
め
、
難
し
い
機
械
な
の
に
分
か
り

や
す
い
。
さ
す
が
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
広
告
名
人
の
作

品
で
あ
る
。

掲載日　３月 日／スペース　全 段

掲載日　８月３日／スペース　全 段

掲載日　９月 日／スペース　全 段

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 １１月９日 金曜日 　　


